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★ 産・学・官・地域等と連携して以下のような施策を推進 ★

・基礎的・基盤的な研究開発から実証実験まで広範な情報通信技術の研究開発の促進
・地域の活性化
・実践的な研究活動を通じた人材育成
・将来のIT社会の姿を展望・実践 等

JGNⅡとは?

独立行政法人 情報通信研究機構(NICT)が構築した
研究開発目的ならば、誰でも、無料で利用可能なオープンテストベッド

JGNⅡの概要

目 的
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特 長

コアネットワーク拠点間の幹線（10Gbps/20Gbps/光テストベッド）
コアネットワーク拠点（アクセスポイントとしても利用可能：16ヶ所）
各都道府県のアクセスポイント（47ヶ所）
NICTリサーチセンター（7ヶ所）

仙台

つくば

東京

長野
金沢

名古屋

大阪けいはんな

高知

岡山

北九州

福岡

那覇

札幌

・研究開発用にオープンな
テストベッド・ネットワーク

・光とIPを基本としたネットワーク

・ネットワークをJGN（最大2.4Gbps）に比べ
最大20Gbps（10Gbps×2）に高速化

・各都道府県に
アクセスポイントを設置（計64箇所）

・最先端の光交換機を導入し、
高速交換等を実践

・多様な実験が可能な
光テストベッド環境を併せて整備

・対米回線（平成16年8月から運用開始）
および対アジア（タイ・シンガポール）回線
（平成17年11月から運用開始）についても
併せて整備

・研究開発用にオープンな
テストベッド・ネットワーク

・光とIPを基本としたネットワーク

・ネットワークをJGN（最大2.4Gbps）に比べ
最大20Gbps（10Gbps×2）に高速化

・各都道府県に
アクセスポイントを設置（計64箇所）

・最先端の光交換機を導入し、
高速交換等を実践

・多様な実験が可能な
光テストベッド環境を併せて整備

・対米回線（平成16年8月から運用開始）
および対アジア（タイ・シンガポール）回線
（平成17年11月から運用開始）についても
併せて整備

JGNⅡの概要
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金沢
仙台

札幌

長野

高知

福岡

那覇

岡山

<１０G>
・中国基幹通信網構成拠点Ａ （岡山市）
・中国基幹通信網構成拠点Ｂ （広島市）
<１G>
・テレポート岡山 （岡山市）
<１００M>
・鳥取環境大学 (鳥取市)
・テクノアークしまね （松江市）
・ニューメディアプラザ山口 （山口市）

<１０G>
・近畿基幹通信網構成拠点 (大阪市)
・NICTけいはんな支所 (京都府精華町)
・京都大学 (京都市)
・大阪大学 (大阪府茨木市)
<１G>
・NICT神戸支所 (神戸市)
<１００M>
・びわ湖情報ハイウェイAP *            （大津市）
・奈良県工業技術センター （奈良市）
・和歌山大学 (和歌山市)
・兵庫県西播磨総合庁舎 （兵庫県上郡町）

<１０G> 
・九州基幹通信網構成拠点 (福岡市)
・北九州AIMビル (福岡県北九州市)
・九州大学 (福岡市)
<１００M>
・NetComさが （佐賀市）
・長崎大学 (長崎市)
・熊本県庁 (熊本市)
・豊の国ハイパーネットワークAP *

（大分市）
・宮崎大学 (宮崎市)
・鹿児島大学 (鹿児島市)

<１Ｇ>
・四国基幹通信網構成拠点 （高知市）
<１００M>
・香川大学 （香川県木田郡）
・徳島大学 (徳島市)
・愛媛大学 (松山市)
・高知工科大学 (高知県香美市)

<１Ｇ>
・東海基幹通信網構成拠点 (名古屋市)
<１００M>
・名古屋大学 (名古屋市)
・静岡県立大学 (静岡市)
・ソフトピアジャパン （岐阜県大垣市）
・三重県立看護大学 (津市)

<１０G>
・北陸基幹通信網構成拠点 （金沢市）
・いしかわクリエイトラボ （石川県能美市）
<１００M>
・(株)富山県総合情報センター （富山市）
・福井県情報スーパーハイウェイAP * （福井市）

< １００M >
・信越基幹通信網構成拠点

(長野市)
・新潟大学 (新潟市)
・まつもと情報創造館

（長野県松本市）

<1０G>
・関東基幹通信網構成拠点Ａ (東京都千代田区)
・関東基幹通信網構成拠点Ｂ (東京都千代田区)
・ＮＩＣＴ小金井本部 (東京都小金井市)
・ＮＩＣＴつくばリサーチセンター (茨城県つくば市)
・秋葉原ダイビル （東京都千代田区）
・東京大学 (東京都文京区)
・NICT鹿島宇宙技術センター (茨城県鹿嶋市)
<1G>
・(株)横須賀ﾃﾚｺﾑﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ （神奈川県横須賀市）
<100M>
・宇都宮大学 (宇都宮市)
・群馬産業技術センター （前橋市）
・麗澤大学 (千葉県柏市)
・早稲田大学本庄キャンパス （埼玉県本庄市）
・山梨県開放型研究開発センター （山梨県中央市）

<１0G>
・東北基幹通信網構成拠点 (仙台市)
<１G>
・東北大学 (仙台市)
・岩手県立大学 （岩手県滝沢村）
<１００M>
・八戸工業大学 (青森県八戸市)
・秋田地域IX *  （秋田市）
・慶応義塾大学鶴岡キャンパス

(山形県鶴岡市)
・会津大学 (福島県会津若松市)

<１G>
・北海道基幹通信網構成拠点 （札幌市）
・NPO法人北海道地域ネットワーク協議会

（札幌市）

20Gbps
10Gbps
1Gbps
光テストベッド

コアネットワーク拠点
(アクセスポイントとしても利用可能）

全国都道府県のアクセスポイント

大手町NICT
けいはんな支所

NICT
小金井本部

[凡例]

*IX:Internet eXchange AP:Access Point

<１Ｇ>
・沖縄基幹通信網構成拠点 （那覇市）

北海道

東北

関東

信越

近畿
中国

九州

東海

四国

沖縄

NICT
つくばRC USA

H19年1月現在

アメリカ シカゴ

タイ バンコク

シンガポール

北陸

大阪

名古屋

秋葉原

100Mbps

広島

北九州

JGNⅡネットワーク概要JGNⅡネットワーク概要
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JGNⅡの提供サービス概要

全てのAP

■Ethernet接続(L2)サービス :拠点間をVLANによりL2接続

■IP接続(L3)サービス :IPv4/IPv6のデュアルスタック

特定のAP

■OXC*接続サービス :光波長レベルで接続

■10G接続サービス :拠点間を10G-Etherで接続

■光テストベッドサービス :光伝送等の実験環境
*OXC:Optical  Cross  Connect
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JGNⅡの提供サービス概要

L2サービス

AP1

利用機関A

AP2

AP3

利用機関B

VLANID:○○○○

VLANID:××××

(例)VLANIDでエンド・ツー・エンドのセキュアな通信を実現

・プロジェクトX:機関A-機関C ・・・・VLANID○○○○

・プロジェクトY:機関B-機関D ・・・・VLANID××××

VLANID:○○○○

VLANID:○○○○

VLANID:××××

VLANID:××××

利用機関C

利用機関D
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JGNⅡの提供サービス概要

L3サービス

AP1

利用機関A

AP2

AP3

利用機関B

(例)ルータへの経路をVLANIDで設定し、接続先を

IPアドレスで選択

・プロジェクトX:機関A-機関C

・プロジェクトY:機関B-機関D 

VLANID:○○○○

IPアドレス:AAAAAAA

VLANID:△△△△

IPアドレス:CCCCC

VLANID:××××

IPアドレス:BBBBBB

VLANID:■■■■

IPアドレス:DDDDD

利用機関C

利用機関D
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JGNⅡの提供サービス概要
OXC接続サービス

福岡 大手町

-

-

-

利用者装
置

OXC OXC OXC

利用者装
置

利用者装
置

福岡(九州-1) 金沢(北陸-1) 大手町B(関東-2)

GMPLS
ルータGMPLSルータ

L2 - SWL2-SW-- OXC OXC

OXC接続サービス

OXC

利用者装置

北回りルート(仮称)北回りルート(仮称)

南回りルート(仮称)南回りルート(仮称)
堂島(近畿-1)けいはんな(近畿-4)

利用者装置

利用者装置

利用者装置

GMPLS
ルータGMPLSルータ

GMPLS
ルータGMPLSルータ

GMPLS
ルータGMPLSルータ

L2 - SWL2-SW-

L2 - SWL2-SW-

L2 - SWL2-SW-
L2 - SWL2-SW-

利用者装置

利用者装置

GMPLS
ルータGMPLSルータ

GMPLS
ルータGMPLSルータ

L2 - SWL2-SW- OXCOXCOXC

OXC接続サービス

利用者装置 堂島(近畿-1)

大手町A(関東-1)

-

・利用にあたっては、実験毎に相談ください

L2 - SWL2-SW-

1Gbps(GMPLSルータ用)

1Gbps(L2-SW用)

1Gbps(OXCサービス用)

10Gbps(OXCサービス用)

[凡例]
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JGNⅡの提供サービス概要

10G接続サービス

AP1

利用機関A

AP2

AP3

利用機関B

VLANID:○○○○

VLANID:××××

(例)VLANIDでエンド・ツー・エンドのセキュアな通信を実現

・プロジェクトX:機関A-機関C ・・・・VLANID○○○○

・プロジェクトY:機関B-機関D ・・・・VLANID××××

VLANID:○○○○

VLANID:○○○○

VLANID:××××

VLANID:××××

利用機関C

利用機関D

・サービスとしては、L2サービスと同じですが、大手町、大阪、

金沢、 福岡等10G-Etherポートを有する拠点のみのサービス
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JGNⅡの提供サービス概要

光テストベッドサービス

テストベッドA(関西:堂島-けいはんな)
■フォトニックネットワーキングの研究開発が可能
■ネットワーキングに関わるデータプレーン、コントロールプレーンを
含んだ研究開発環境の整備

■新規に提案された光ファイバによる光通信研究環境の整備

・利用にあたっては、実験毎に相談ください

評価用
伝送装置
(利用者持込)

評価用
伝送装置
(利用者持込)

光アンプ

評価用
伝送装置
(利用者持込)

評価用
伝送装置
(利用者持込)

*1

*1:利用しなくても可

光ファイバ 20芯(低損失SMF:10芯/NZ-DSF  :10芯)

堂島 奈良大安寺 けいはんな
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JGNⅡの提供サービス概要

光テストベッドサービス

テストベッドB(関東:大手町-つくば)
■テラビット級伝送技術の研究開発が可能

■光帯域を自由に利用可能

・利用にあたっては、実験毎に相談ください

評価用
伝送装置
(利用者持込)

評価用
伝送装置
(利用者持込)

評価用
伝送装置
(利用者持込)

評価用
伝送装置
(利用者持込)

*1

*1:利用しなくても可

光アンプ

*1

光ファイバ 2芯

・低損失SMF:2芯

大手町 柏 つくば



11

JGNⅡの提供サービス概要

光テストベッドサービス

テストベッドC(関東:大手町-秋葉原、秋葉原-つくば、大手町-小金井本部)
■テラビット級伝送技術の研究開発が可能

■光帯域を自由に利用可能

・利用にあたっては、実験毎に相談ください

評価用
伝送装置
(利用者持込)

評価用
伝送装置
(利用者持込)

評価用
伝送装置
(利用者持込)

評価用
伝送装置
(利用者持込)

*1:利用しなくても可

光ファイバ 2芯

・低損失SMF:2芯

大手町

柏

つくば

秋葉原小金井

評価用
伝送装置
(利用者持込)

評価用
伝送装置
(利用者持込)

評価用
伝送装置
(利用者持込)

評価用
伝送装置
(利用者持込)

光アンプ

*1
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利用手続の概要

JGNⅡ利用者 NICT（情報通信研究機構）
JGNⅡセンター

研究計画書

内定のお知らせ

回線／設備の手配

回線接続工事

共同研究契約の締結

利用開始

JGNⅡの設定

工事完了の連絡

設定完了のお知らせ

既設回線を利用して
新規研究を実施す
る場合、不要

既設回線を利用して
新規研究を実施す
る場合、不要

回線／設備の手配 別の研究で共同研究契約を
既に締結している機関に
ついては、原則不要

別の研究で共同研究契約を
既に締結している機関に
ついては、原則不要

JGNⅡの利用については、以下のフローになります。
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利用手続の概要

JGNとの違い 共同研究契約:別の研究で共同研究契約を
既に締結している機関については、原則不要

接続

申込書

研究

計画書

共同研究

契約書
接続

申込書

研究

計画書

共同研究

契約書

研究

計画書

【研究機関情
報】

研究

計画書

【研究プロジェ
クト概要】

共同研究

契約書

[プロジェクトA] [プロジェクトB]

[プロジェクトA]

JGN

(従来)

JGNⅡ

(今回)

[プロジェクトC]

研究

計画書

【研究機関情
報】

研究

計画書

【研究プロジェ
クト概要】

研究

計画書

【研究機関情
報】

研究

計画書

【研究プロジェ
クト概要】

[プロジェクトB] [プロジェクトC]

*1 *1 *1

*1:プロジェクトリーダの所属機関のみ必要

[利用機関A]

[利用機関A] 共同研究契約はプロジェクトA時のみとし、B以降は研究計画書の追加
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お問い合わせ

なんでも、お気軽に、ご相談ください ！！

***********JGNⅡセンター**********

〒184-8795

東京都小金井市貫井北町 4-2-1

独立行政法人 情報通信研究機構

連携研究部門 テストベッド推進グループ

JGNⅡセンター

TEL:042-327-6024

E-Mail:jgn2center@jgn2.jp


